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【問題 1 解説】 

American Physical Society (APS) の文献です。 

① まず SHERPA/RoMEO で要点をざっとつかみます。 

 author can archive pre-print (ie pre-refereeing)  

 author can archive post-print (ie final draft post-refereeing)  

 Copyright notice required 

② ジャーナルサイト http://prl.aps.org/ へ 

→ 画面左 Authors の Copyright Policies をクリック。 

→ Copyright Transfer Form をダウンロード。 

③ Copyright Transfer Form の内容 

著者版・出版社版とも可 “(3) The right to use all or part of the Article, 

including the APS-prepared version without revision or modification, on the 

author(s)’ web homepage or employer’s website …” 

著作権表示の要求…(6)の下 “All copies … of the Article … shall include the 

appropriate bibliographic citation and notice of the APS copyright” 

 

【問題 2 解説】 

Elsevier の出版物です。 

① SHERPA/RoMEO で著者版が OK 出版社版不可であることを確認。 

 subject to Restrictions below, author can archive pre-print (ie 

pre-refereeing)  

 Restrictions: This does not include Cell Press 

 author can archive post-print (ie final draft post-refereeing)  

 Publisher's version/PDF cannot be used 

② ジャーナルサイトへ。 

http://www.sciencedirect.com/science/journal/03772217 

→（ページ上中央）About this Journal 

→（ページ右中央）Authors Rights 

③ What rights do I retain as an author? 

“the right to post a pre-print version of the journal article on Internet web 
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sites … 

the right to post a revised personal version of the text of the final journal 

article (to reflect changes made in the peer review process) on the author's 

personal or institutional web site or server, incorporating the complete 

citation and with a link to the Digital Object Identifier (DOI) of the article” 

 

【問題 3 解説】 

Taylor & Francis の文献。エンバーゴがあります。 

① SHERPA/RoMEO を確認 

 subject to Restrictions below, author can archive post-print (ie final draft 

post-refereeing)  

* 12 month embargo for STM Journals 

* 18 month embargo for SSH journals 

とある。この Philosophical Magazine はどちらにあたるか？ 

② 出版社サイトへ。 

http://www.tandf.co.uk/journals/default.asp 

→Journal Listings から Philosophical Magazine へ 

→画面右下の Online Contents をクリックすると電子ジャーナルサイトへ飛ぶ。 

http://www.informaworld.com/smpp/title~content=t713695589~db=all 

→Subjects を見るとこれが STM（理工医系）にあたることが分かる。 

→画面右のタブ instructions for authors をクリック。 

→画面下部、Copyright and authors' rights を確認の上、Further details and FAQs 

on Taylor & Francis's policy on copyright and authors' rights をクリック 

→画面下部から Schedule of author rights (PDF)をダウンロード 

 

③ Schedule of author rights の内容 

6.にポストプリント可との記述あり、但しエンバーゴの規定あり 

“The right in this paragraph 6 is subject always to an embargo of 12 months after 

first Publication … in STM (science,technology and medicine) subjects and the 

behavioural sciences and of 18 months after first publication for SSH (social 

science, arts and humanities) journals.” 
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【問題 4 解説】 

Acoustical Society of America。SHERPA/RoMEO 掲載のポリシーと違う例です。 

① SHERPA/RoMEO によると Acoustical Society of America はポストプリントを author's 

personal web site にだけ登録可のようだが… 

② 出版社サイトの下部に Journal of the Acoustical Society of America のジャーナル

サイトへのリンク 

http://scitation.aip.org/JASA 

→ページ右の Author Guidelines  

→テーブル右側のセルの下の方の Transfer of Copyright Agreement によると 

http://asa.aip.org/arlo/jascpyrt.pdf 

"2. The right, six or more months after publication by the ASA, to post copies 

of the article as published on the author(s) institutional internet web sites 

or on governmental web sites ..." となっている。 

（リポジトリに出版社版を利用可。6か月のエンバーゴがあることに注意） 

*注：これは 2009 年 7 月の情報で、その後 SHERPA/RoMEO には出版社サイトの情報が反映さ

れました。（中山 2009.8） 
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【問題 5 解説】 

日本生物工学会の出版物です。SHERPA/RoMEO に情報がないが、SCPJ にはあります。 

SCPJ は誌名「Journal of Bioscience and Bioengineering」で検索。（「Society for 

Bioscience and Bioengineering」では検索できず、もちろん「日本生物工学会」では検索

できるが、学会名を知らないとダメ） 

SCPJ の「公開規則」を順に追っていくと、学会のページに著作権事項および「機関リポジ

トリへの登載について」が明示されている。出版社は Elsevier であることが分かるので、

後は Elsevier の規定を参照。ただ、学会は SCPJ に対して Blue（査読後論文のみ認める）

と回答しているので、プレプリントを使いたいなら要問合せ。 

 

【問題 6 解説】 

日本建築学会の出版物で、CiNii の無料公開ファイルが使用可。1年のエンバーゴつき。 

① SCPJ の詳細情報画面 

出版社版のみ可であることを確認。 

→「公開条件」にある「機関リポジトリに搭載する際は、以下のメタデータを記述し

てください」をクリック 

→「NII-ELS コンテンツの機関リポジトリへの提供許諾条件一覧」をクリック 

② 「CiNii（NII 論文情報ナビゲータ）で無料一般公開をしている学協会誌について、各

学協会に対して著者が所属する学術機関リポジトリへの本文コンテンツ複製収録の可

否を確認しました」と書いている。 

「日本建築学会」は「その他の条件のある学協会誌」にあたり、雑誌ごとに詳しく条

件が書かれています。エンバーゴがあることと、学会事務局へ一報という条件に注意。 

 

【問題 7 解説】 

博士論文の登録において、例えば次のような点に注意を払うべきである。 

① 博士論文が個々の学術雑誌投稿論文を含んでないか。含む場合、共著者はいないか。 

② 掲載誌のリポジトリ関連ポリシーはどうか。 

③ 博士論文に含まれた投稿論文が著者版にあたるか。 

④ 特許情報が含まれている場合、申請前にリポジトリで公開することにより「新規性」

を喪失するおそれがある。 

 

必ずしも全体を博士論文として登録する必要はなく、各論文単位で登録しておき、博士論

文としてのメタデータから各論文へのリンクをつけるという考え方もできる。 

 

*次の DRF-ML のスレッドも参考になる。 

[drf:471] 医学系の博士論文の登録方法 について 
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http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drfml/msg00465.html 

 

*その他、DRF Wiki (http://drf.lib.hokudai.ac.jp) には様々な有用な情報が掲載されて

いるので参考にするとよい。 
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